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—鯉
粟

（
懐
徳
堂
記
念
會
）

0
記
念
祭
典
昭
和
四
十
七
年
十
月
七
日
（
土
）
北
濱
三
丁
目
本
會
（
適

塾
内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
、
新
に
上
野
精
一
、

北
澤
敬
二
郎
雨
元
理
事
長
を
奉
祀
、
終
っ
て
大
阪
大
學
敦
授
森
東
吾
氏
の

「
道
徳
の
批
會
的
基
礎
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

0
秋
季
講
座
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
月
）
よ
り
二
十
八
日
ま

で
、
本
會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪
大

學
松
下
會
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
第

四
十
五
回
悛
徳
堂
秋
季
溝
座
開
催
、
聴
溝
者
延
二
百
七
十
三
人
。

演
題
と
諧
師

日

明

貿

易

と

大

阪

府

京

都

女

子

大

敦

授

小

葉

田

淳

氏

難

波

の

宮

と

京

奈

良

闊

立

文

化

研

究

所

員

澤

村

仁

氏

大

阪

城

と

大

阪

前

大

阪

城

天

守

閣

主

任

岡

本

良

一

氏

平

安

朝

の

渡

海

僧

龍

谷

大

敦

授

小

野

勝

年

氏

近

世

の

大

阪

商

人

闘

西

學

院

大

敦

授

宮

本

又

次

氏

商

港

寧

波

と

寧

波

商

人

阪

大

助

敦

授

斯

波

義

信

氏

0
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
事
業
運
螢
委
員
森
三
樹
三
郎
氏
僻
任

0
同
四
月
一
日
阪
大
助
敦
授
日
原
利
園
氏
事
業
連
螢
委
員
就
任

報

0
春
季
講
座
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
一
日
（
月
）
よ
り
二
十
六
日

（
土
）
ま
で
、
本
會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
批
後
援

で
、
大
阪
大
學
松
下
會
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八

時
ま
で
、
第
四
十
六
回
懐
態
堂
春
季
講
座
開
催
、
聴
講
者
延
二
百
二
十
一

¥`

o
 

｝
 
演
題
と
講
師

新
し
い
中
國
の
文
化
と
古
典
追
手
門
大
孜
授
木
村
英
一
氏

呂

氏

春

秋

私

見

羽

衣

學

園

短

大

敦

投

大

久

保

荘

太

郎

氏

西

行

と

定

家

甲

南

大

敦

授

安

田

章

生

氏

新

出

富

永

仲

陥

淋

翰

闘

大

敦

授

水

田

紀

久

氏

焦

楯

の

學

問

同

助

敦

授

坂

出

詳

伸

氏

高

階

春

帆

に

つ

い

て

誹

戸

女

子

大

敦

授

北

村

學

氏

〇
理
事
會
昭
和
四
十
八
年
八
月
七
日
（
火
）
玉
江
町
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
於
て
午
後
一
時
よ
り
理
事
會
開
會
。
議
案
「
蒋
恨
飽
堂
記
録
類
、
遺
物

類
を
、
大
阪
大
學
へ
寄
贈
の
件
」
「
基
金
募
集
の
件
」
に
付
協
議
の
結

果
、
何
れ
も
原
案
通
り
決
議
し
、
午
後
二
時
半
閉
會
゜

出
席
者
堀
田
理
事
長
、
釜
洞
、
上
野
、
木
村
、
田
中
各
理
事
、
岡
野

幹
事
。懐

徳
堂
記
念
扇
子
目
録

（
昭
和
四
十
一
年
以
降
）

昭
和
四
十
一
年
十
月
狩
野
君
山
先
生
墨
迩
（
石
庭
煮
茶
）

同
四
十
二
年
十
月
内
籐
湖
南
先
生
墨
迩
（
弧
舌
授
龍
）

同
四
十
三
年
十
月
武
内
述
宜
先
生
墨
迩 四



同

粟

報

（
横
渠
先
生
之
言
「
為
天
地
立
心
、
為
生
民
立
道
、
為
去
聖
緻
紹
學
、

為
萬
世
開
太
平
」
）

同
四
十
四
年
十
月
三
宅
石
竜
先
生
墨
迩
七
紹

（
三
月
三
日
天
氣
好
、
故
郷
他
郷
桃
花
新
、
花
惜
不
解
人
偕
異
、
笑
向

遠
人
如
土
人
）

同
四
十
五
年
十
月
五
井
間
洲
先
生
墨
迩
七
紹

（
錦
江
近
西
姐
水
緑
、
新
雨
山
頭
蒻
枝
熟
、
萬
里
橋
邊
多
酒
家
、
沸
人

愛
向
誰
家
宿
）

同
四
十
六
年
十
月
中
井
竹
山
先
生
墨
迩
（
青
出
子
藍
而
肯
子
藍
）

同
四
十
七
年
十
月
朱
文
公
墨
迩

語
聖
賢
甚
、
立
修
齊
志
、
存
忠
孝
心
、
行
仁
義
事
）

四
十
八
年
十
月
五
井
闊
洲
先
生
墨
迩
（
南
山
之
壽
）

（
堂
友
會
記
事
）

四
十
七
年
度
雑
誌
「
炭
偲
」
四
十
二
琥
壺
行
す
。

四
十
七
年
十
月
五
日
懐
態
堂
記
念
會
恒
祭
参
列
。

四
十
七
年
十
月
二
十
三
日
土
屋
隆
一
氏
よ
り
篤
志
の
金
五
千
闘
也
の
寄

贈
を
受
く
、
厚
意
を
深
謝
す
。

四
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日
會
員
佐
々
木
準
紹
師
逝
去
さ
る
。
師
も
多

年
に
亘
り
聴
講
さ
れ
た
、
僧
籍
の
篤
學
の
士
で
あ
っ
た
。
長
逝
を
悼

む。
四
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
近
江
シ
リ
ー
ズ
一
回
と
し
て
、
文
學
博
士

景
山
春
樹
先
生
の
指
尊
に
よ
り
、
阪
本
日
吉
誹
祉
の
見
學
を
行
う
、
常

日
稲
天
候
不
良
な
り
し
も
参
加
者
多
敷
。

死

亡

佐

々

木

準

紹 會

員

四

長

澤

薫

治

動

静

四
十
八
年
五
月
十
一
日
會
員
長
澤
薫
治
氏
長
逝
、
氏
は
懐
園
堂
記
念
會

重
建
開
講
以
来
引
紹
き
熱
心
に
聴
講
さ
れ
た
篤
學
の
士
で
あ
っ
た
、
哀

惜
の
惑
に
堪
え
ず
。

四
十
八
年
五
月
十
一
日
會
員
中
島
安
之
助
氏
よ
り
金
壼
萬
闘
也
、
會
員

岩
淵
賢
治
氏
よ
り
令
閏
死
亡
に
よ
る
供
養
の
た
め
金
壺
萬
闘
也
頂
き
厚

志
を
謝
す
と
同
時
に
、
雨
氏
を
維
持
會
員
に
推
す
。

四
十
八
年
六
月
十
日
近
江
シ
リ
ー
ズ
ニ
回
と
し
て
春
季
見
學
會
を
近
江

文
化
研
究
會
主
幹
の
宇
野
健
一
先
生
の
指
将
で
三
上
紳
祉
、
大
篠
原
誹

祉
、
鏡
紳
祉
、
妙
光
寺
山
地
蔵
磨
崖
像
及
び
、
鏡
の
賓
陵
印
塔
な
ど
を

見
學
し
た
。
快
睛
消
澄
な
空
氣
を
吸
っ
て
、
一
日
快
よ
い
見
學
で
あ
っ

た
、
参
加
者
五
十
数
名
。

四
十
八
年
七
月
七
、
八
日
近
江
シ
リ
ー
ズ
三
回
と
し
て
、
永
源
寺
、
及

び
湖
東
三
山
、
苗
村
軸
祉
、
石
塔
寺
な
ど
の
見
學
を
宇
野
健
一
先
生
の

御
指
導
に
よ
り
行
う
、
七
日
は
永
源
寺
瑞
石
會
餡
に
一
泊
、
八
日
は
永

源
寺
方
丈
で
管
長
の
法
話
を
き
く
、
殊
に
苗
村
紳
祉
の
國
究
建
造
物
は

参
加
者
一
同
大
に
眼
幅
を
得
た
模
様
で
あ
っ
た
、
参
加
者
五
十
名
。

四
十
八
年
八
月
二
十
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
、
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま

で
夏
季
講
座
の
試
み
を
昨
年
に
引
紹
き
、
茶
隕
山
道
場
で
開
く
、
本
曾

會
長
大
阪
大
學
名
巻
敦
授
木
村
英
一
先
生
の
特
別
出
講
に
よ
り
、
論
語

の
講
習
を
受
け
、
参
加
者
延
一

0
0名
、
来
年
も
紹
溝
の
豫
定
。



よ 中中池越米
ろ御 産新
し詑島村口崎谷
くび 會
御 測良龍消
赦 員
し四子夫笑二修
下十
さ二
い琥
゜名木南池廣細
簿
由原出ロ

誤窟泰綾楢誠
字

門
‘蔵助子松二

あ山中藤小熊
っ

た崎山本松谷
槌
＾子木昭一悦悦
酒で 太
井す染代郎子雄
ゞノが

夏
季
見
學
旅
行
の
記

こ
と
し
の
夏
季
見
學
會
は
、
臨
地
講
義
を
主
眼
と
し
て
、
湖
北
の
文
化

財
を
見
直
し
、
之
に
加
え
て
、
五
山
文
學
の
緞
承
と
い
わ
れ
る
永
源
寺
に

一
泊
と
決
ま
り
、
七
月
七
日
・
八
日
の
雨
日
、
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

こ。f
 七
月
七
日
朝
八
時
半
、
大
阪
騨
西
口
に
は
、
賢
切
バ
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
懐
徳
堂
の
紫
の
小
旗
が
は
た
め
く
。
参
加
者
四
十
八
名
。
定
め
ら

れ
た
座
席
に
、
會
員
の
方
々
の
元
氣
な
顔
が
揃
う
。
八
時
四
十
分
出
骰
゜

一
路
湖
東
へ
。
車
は
名
帥
高
速
道
路
を
す
が
や
か
に
走
る
。
中
島
委
員
よ

り
、
こ
の
見
學
會
定
な
ご
や
か
に
、
有
意
義
に
と
挨
拶
あ
り
。
つ
づ
い

て
、
見
學
會
の
要
項
や
、
参
考
資
料
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
下
さ
る
。

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
詳
細
な
印
刷
物
を
手
に
し
つ
つ
、
一
同
胸

は
ず
む
。
九
時
三
十
分
大
津
に
て
小
憩
。
車
は
八
日
市
イ
ン
タ
ー
を
出

て
、
國
道
三

0
七
腑
線
へ
と
進
む
。

今
回
は
講
師
と
し
て
、
近
江
文
化
研
究
所
主
幹
、
宇
野
健
一
先
生
を
お

砲

報

田川

迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
石
塔
、
賓
塔
に
は
、
特
に
造
詣
ふ
か
く
、
且

こ
の
地
の
御
出
身
で
あ
る
こ
と
も
加
え
て
、
ま
こ
と
に
め
ぐ
ま
れ
た
私
逹

で
あ
る
。

湖
東
三
山
と
は
、
西
明
寺
、
金
剛
輪
寺
、
百
消
寺
の
三
名
刹
で
、
平
安

よ
り
鎌
倉
時
代
へ
か
け
て
の
文
化
の
中
心
と
い
わ
れ
、
古
い
偲
承
と
見
事

な
林
泉
を
も
ち
、
貴
重
な
文
化
財
を
の
こ
し
て
来
た
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る。
西
明
寺
、
山
門
下
に
て
、
バ
ス
を
降
り
る
。
松
楓
の
み
ど
り
あ
ざ
や
か

な
木
立
の
中
の
参
道
を
の
ぼ
る
。
途
中
、
樹
令
二
百
年
と
い
う
天
然
記
念

物
の
不
断
櫻
(
-
名
常
磐
櫻
と
も
い
う
）
の
あ
る
苑
を
の
ぞ
く
。
い
ま

は
そ
の
め
づ
ら
し
い
花
季
で
な
か
っ
た
の
を
惜
し
み
つ
つ
。
参
道
の
つ
き

る
と
こ
ろ
二
天
門
に
到
着
。
こ
け
ら
葺
き
の
八
脚
門
で
あ
る
。
雨
側
に
、

持
國
、
増
長
の
二
天
王
が
安
置
さ
れ
、
大
き
な
わ
ら
じ
が
奉
納
さ
れ
て
い

た
。
庭
園
を
拝
観
。
山
畔
の
上
部
に
枯
瀧
、
そ
の
前
に
、
葉
師
如
来
を
想

わ
す
立
石
。
そ
の
左
右
に
は
美
し
い
石
組
み
が
あ
り
、
池
に
は
、
折
鶴
、

銀
島
が
あ
る
と
、
説
明
を
き
く
。
借
景
の
庭
園
、
観
買
式
の
美
し
い
池

に
、
水
蓮
の
花
が
美
事
に
疾
い
て
い
る
。
し
お
り
戸
の
あ
た
り
に
、
八
角

石
燈
籠
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
圃
究
の
本
堂
を
拝
観
。
飛
騨
の
匠
の
造
螢

と
敦
え
ら
れ
る
。
佛
像
を
拝
が
む
。
多
間
天
、
廣
目
天
の
美
し
さ
に
見
惚

れ
、
こ
ま
い
ぬ
の
木
質
の
木
目
、
材
質
の
配
慮
な
ど
、
お
寺
の
方
の
説
明

を
き
く
。
本
堂
の
薬
師
如
来
を
は
じ
め
、
日
光
・
月
光
の
二
菩
薩
。
さ
て

は
運
疫
作
と
偲
え
ら
れ
る
十
二
紳
将
の
木
像
に
、
毘
沙
門
天
の
眼
の
か
が

や
き
に
、
感
歎
す
る
。
全
く
美
し
い
。
宇
野
先
生
か
ら
は
、
内
陣
の
説
明

に
、
樅
股
も
三
種
あ
り
、
時
代
を
み
る
こ
と
が
出
来
、
構
造
、
装
飾
と
し

四
四



槃

報

て
の
彫
刻
等
、
買
物
を
指
さ
し
て
、
く
わ
し
く
敦
え
て
下
さ
る
。
源
平
の

給
闘
が
あ
る
。
堂
宇
の
南
に
建
つ
三
重
塔
。
こ
の
國
賓
の
塔
の
美
し
さ

は
、
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
四
十
五
年
、
萬
國
博
の
古
河
．
ハ
ビ
リ
オ
ン
の
塔

は
、
こ
の
塔
を
摸
し
て
作
ら
れ
た
と
説
明
を
き
く
。
特
別
に
塔
内
を
み
せ

て
も
ら
う
。
陽
が
あ
た
る
と
内
部
の
贅
面
の
給
具
が
、
色
を
失
う
の
で
つ

ね
は
閉
し
て
あ
る
由
。
巨
勢
金
岡
朝
臣
の
一
派
の
作
と
仰
え
ら
れ
る
壁
搬

は
、
い
ま
も
な
お
色
あ
ざ
や
か
に
保
っ
て
い
る
。
寺
内
の
奥
の
山
林
の
中

に
、
石
柵
に
園
ま
れ
た
石
造
り
賓
塔
が
あ
る
。
美
し
い
塔
身
に
、
刻
銘
も

あ
ざ
や
か
に
残
る
石
大
工
平
屎
吉
の
銘
。
完
全
な
形
で
の
こ
っ
た
賓
策
印

塔
で
あ
る
。
塔
身
の
中
に
、
巻
物
を
納
め
て
あ
る
。
基
礎
の
上
部
に
は
、

開
花
蓮
の
彫
が
見
え
壇
上
式
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
を
あ
と
に
金
剛
輪
寺
へ
、
行
基
菩
薩
の
開
山
と
他
え
ら
れ
る
。
鐵

平
石
を
し
き
つ
め
た
美
し
い
参
道
。
雨
側
に
は
低
く
、
さ
つ
き
を
植
え
、

奥
深
い
石
た
た
み
の
道
が
つ
づ
く
。
も
み
じ
が
程
よ
く
配
置
さ
れ
、
下
馬

と
刻
ら
れ
た
石
の
お
も
む
き
は
格
別
で
あ
る
。
芽
吹
き
あ
ざ
や
か
な
楓

と
、
高
い
松
の
木
、
そ
の
幹
の
大
き
さ
に
年
輪
を
敦
え
ら
れ
る
。

長
い
石
段
道
を
あ
が
る
。
木
も
れ
日
が
丸
く
美
し
い
。
二
天
門
こ
こ
で

も
わ
ら
じ
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
一
息
や
す
む
、
風
が
涼
し
い
。
門
内
す

ぐ
正
面
に
本
堂
、
深
山
を
想
わ
す
幽
遠
境
で
あ
る
。

天
平
大
悲
閣
と
い
う
由
。
御
本
尊
こ
は
、
行
基
菩
薩
の
御
作
。
一
刀
三
轄

彫
り
。
こ
つ
こ
っ
と
彫
り
進
め
ら
れ
た
お
作
佛
。
生
身
の
御
本
怠
と
他
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
本
堂
に
は
く
も
が
巣
を
か
け
ま
せ
ん
。
無
垢
浦
浄

の
光
が
あ
ふ
れ
、
涸
浄
観
の
あ
る
本
堂
で
す
と
寺
側
の
説
明
で
あ
る
。
本

堂
内
陣
を
拝
観
、
床
が
き
し
む
。
宇
野
先
生
か
ら
は
、
須
蒲
壇
に
刻
ま
れ

四
五

た
年
琥
、
勾
欄
に
剖
ら
れ
た
蓮
の
花
び
ら
唐
樟
式
の
文
様
な
ど
、
細
部
に

わ
た
っ
て
丁
寧
に
敦
え
て
い
た
だ
く
。

夏
う
ぐ
ひ
す
が
暗
く
。

書
院
、
茶
室
水
雲
閣
を
拝
見
、
桃
山
よ
り
江
戸
中
期
に
か
け
て
築
庭
さ

れ
た
、
池
泉
回
遊
式
庭
園
の
見
事
さ
に
、
心
を
う
ば
わ
れ
る
。
桃
山
期
の

南
庭
、
江
戸
期
の
北
庭
と
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
ふ
か
い
。
松
の
み
ど
り
と
、

も
み
じ
と
、
水
蓮
、
庭
内
に
、
馬
耳
形
の
突
起
の
あ
る
賓
塔
、
賓
珠
、
睛

花
の
と
と
の
っ
た
石
塔
が
数
基
散
見
さ
れ
る
。
三
菫
塔
、
待
龍
塔
は
、
再

建
豫
定
と
い
わ
れ
呉
山
に
荒
れ
て
い
た
。

浄
財
を
あ
つ
め
て
是
非
建
立
し
た
い
と
の
こ
と
、
般
若
心
癌
の
寓
経
の

用
紙
を
い
た
だ
い
て
か
え
る
。
心
き
よ
め
て
奉
納
し
た
い
と
思
う
。

金
剛
輪
寺
を
あ
と
に
、
車
は
南
へ
。
繹
迦
山
百
清
寺
に
向
か
う
。
聖
偲

太
子
が
、
百
演
か
ら
の
蹄
化
人
の
た
め
に
、
創
建
さ
れ
た
と
い
う
勅
隕
寺

で
あ
る
。
本
院
喜
見
院
庭
園
を
み
る
。
こ
の
庭
も
亦
同
様
に
東
の
山
々
を

借
景
と
し
た
、
山
水
の
趣
深
い
、
築
山
風
の
庭
で
あ
る
。
書
院
前
に
て
記

念
撮
影
。
近
年
豪
華
な
花
岡
岩
の
巨
石
や
、
近
く
の
谷
川
か
ら
、
連
び
込

ま
れ
た
自
然
石
で
、
立
派
に
庭
を
造
園
さ
れ
た
と
聞
く
。
近
郷
の
植
木

職
庭
師
が
作
庭
し
た
も
の
で
す
ば
ら
し
く
雄
大
で
な
が
め
が
よ
い
。
築

山
を
め
ぐ
り
、
小
高
い
山
の
上
に
あ
が
る
。
堂
宇
の
屋
根
を
越
し
て
、
湖

東
の
平
野
が
眺
め
ら
れ
、
は
る
か
に
、
遠
く
近
江
の
山
々
が
見
渡
せ
る
景

色
に
満
足
す
る
。
山
の
風
は
す
ゞ
し
い
。
こ
の
庭
の
各
所
に
石
塔
や
、
究

塔
、
喪
簑
印
塔
が
あ
る
。
祈
り
を
こ
め
納
め
ら
れ
た
継
文
を
、
往
時
の
人

々
を
、
ひ
と
と
き
偲
ぶ
。
石
と
水
の
庭
園
の
う
つ
く
し
さ
を
改
め
て
見
直

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。



夏
の
日
は
暮
れ
お
そ
い
。
こ
こ
を
出
て
今
日
の
宿
舎
、
永
源
寺
の
瑞
石

會
餡
へ
と
む
か
う
。

愛
知
川
の
な
が
れ
に
浩
っ
て
上
流
へ
、
音
無
川
の
渓
流
は
、
永
源
寺
の

森
へ
つ
づ
く
。
山
内
裏
の
山
の
中
程
に
建
物
が
見
え
る
。
バ
ス
を
橋
の
た

も
と
に
の
こ
し
て
、
つ
ま
先
上
り
似
道
を
會
館
に
い
そ
ぐ
。
會
館
に
到

着
。
各
々
定
め
ら
れ
た
室
に
お
ち
つ
く
。
入
浴
の
の
ち
一
同
、
大
廣
間
に

て
食
事
、
「
五
観
の
文
」
の
害
か
れ
た
お
箸
袋
を
み
て
、
永
源
寺
の
宿
坊

と
再
確
認
し
て
、
い
ま
食
事
を
頂
く
こ
と
が
出
来
る
愈
さ
、
有
難
さ
に
、
椰

逍
の
何
か
に
ふ
れ
た
お
も
い
で
あ
る
。
朱
椀
、
朱
膳
の
夕
食
で
あ
っ
た
。

勿
論
、
お
精
進
料
理
、
見
事
な
味
付
け
、
近
江
の
國
の
お
米
も
お
い
し

い
。
名
物
の
ご
ま
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
さ
て
は
生
数
の
佃
煮
と
、
し
み

じ
み
味
わ
う
。
食
事
半
ば
で
、
宇
野
先
生
よ
り
お
話
を
伺
う
。
永
源
寺
か

ら
、
江
勢
街
道
に
か
け
て
の
こ
と
、
政
所
の
お
茶
。
そ
し
て
木
地
師
た
ち

の
ふ
る
里
君
が
畑
、
こ
れ
ら
こ
の
邊
り
の
偲
説
ゆ
た
か
な
秘
境
の
は
な
し

等
、
書
間
の
見
學
會
の
補
習
と
も
云
え
そ
う
な
講
話
に
一
同
熱
心
に
拝
聴

す
る
。
食
後
、
各
自
部
屋
に
引
き
と
り
、
し
ず
か
に
一
夜
を
ね
む
る
。
翌

朝
、
今
日
も
快
睛
。
遠
く
鈴
鹿
の
山
々
が
望
ま
れ
、
空
氣
が
浦
澄
で
あ

る
。
朝
食
前
を
自
由
に
散
歩
す
る
。
音
無
川
に
泊
っ
て
、
永
源
寺
、
愛
知

川
ダ
ム
の
方
ま
で
歩
を
は
こ
ぶ
。
朝
の
光
に
、
川
の
水
が
き
ら
め
く
、
ひ

や
や
か
に
、
冷
た
い
の
だ
ろ
う
。
道
は
い
ま
舗
装
工
事
中
で
あ
る
。
土
手

に
朕
く
草
花
、
め
ず
ら
し
い
百
合
の
花
、
つ
ゆ
を
含
む
、
山
草
の
風
惜

は
、
又
一
し
お
。

朝
食
を
了
え
、
瑞
石
會
館
を
あ
と
に
、
永
源
寺
の
本
坊
へ
、
裏
参
道
よ

り
本
堂
へ
、
廣
い
境
内
、
か
え
で
が
淡
い
影
を
お
と
し
、
朝
の
光
の
中
に

幽

報

鐘
棲
が
美
し
い
。
夏
ぜ
み
が
鳴
く
、
秋
に
は
こ
の
境
内
は
、
も
え
る
様
に

も
み
じ
し
て
美
し
い
の
だ
ろ
う
。

臨
清
宗
大
本
山
、
坐
扉
研
修
の
逍
場
で
あ
る
。
湖
東
随
一
の
名
刹
に
ふ

さ
わ
し
い
、
本
堂
に
座
っ
て
、
永
源
寺
管
長
、
闘
雄
峰
浣
下
の
御
法
話
を

き
く
。
「
桑
の
葉
の
絹
と
な
る
の
も
虫
の
か
げ
」
と
因
縁
に
つ
い
て
話
さ

れ
人
の
世
の
諸
行
無
常
等
お
は
な
し
は
つ
づ
く
。
寺
内
の
紫
陽
花
が
大
き

く
う
つ
く
し
い
。

こ
こ
を
出
て
バ
ス
の
ま
つ
橋
の
た
も
と
へ
、
石
た
た
み
の
参
逍
に
夏
の

陽
が
ふ
か
い
。
享
和
二
年
再
建
と
い
う
山
門
の
太
い
木
組
み
に
楓
の
老
木

が
、
長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
古
い
も
の
同
志
の
つ
く
り
出

す
美
は
格
別
で
あ
る
。

参
道
の
楓
林
、
赤
松
の
幹
が
う
つ
く
し
い
。
表
参
道
の
石
段
を
下
り

る
。
右
山
側
の
蹄
所
に
石
佛
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
十
六
羅
漢
で
あ
る
。

つ
ゆ
く
さ
が
可
憐
で
あ
る
。
十
六
胆
の
羅
漢
像
、
そ
の
お
の
お
の
の
顔

に
、
表
情
に
、
な
っ
か
し
い
も
の
を
感
じ
る
。

思
い
が
け
な
く
、
こ
よ
な
き
人
に
、
め
ぐ
り
あ
え
た
氣
が
す
る
。
名
物

の
こ
ん
に
ゃ
く
と
、
梢
進
し
ぐ
れ
を
お
み
や
げ
に
賠
う
。
貼
心
も
ち
の
店

は
閉
っ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
バ
ス
に
て
蒲
生
町
石
塔
寺
へ
、
石
佛
と
石
塔

の
寺
で
あ
る
。
門
前
よ
り
ま
っ
す
ぐ
に
、
石
段
が
高
く
つ
づ
い
て
い
る
。

赤
松
に
お
お
わ
れ
た
長
い
石
段
の
斜
面
に
、
居
並
ぶ
石
塔
、
こ
こ
が
、
阿

育
王
山
石
塔
寺
で
あ
る
。
境
内
と
こ
ろ
狭
し
と
と
り
か
こ
む
石
塔
群
、
石

佛
の
大
集
固
で
あ
る
。

の
ぼ
り
き
る
と
、
山
腹
を
切
り
ひ
ら
い
て
中
央
に
石
の
塔
が
、
そ
び
え

た
つ
。
中
國
と
も
、
韓
國
、
百
済
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
異
様
に
大
き
い

四
六
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三
重
石
塔
で
あ
る
。
何
慮
か
大
陸
的
で
あ
る
。
こ
の
阿
育
王
賓
塔
は
、
飛

鳥
時
代
、
日
本
最
古
の
石
塔
と
い
わ
れ
、
こ
の
大
き
な
石
を
こ
の
山
の
上

ま
で
、
ど
う
し
て
つ
み
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
塔
を
め
ぐ
っ
て
、
八
萬

四
千
の
石
塔
が
整
然
と
な
ら
ぶ
。
つ
み
あ
げ
、
か
さ
ね
あ
げ
ら
れ
た
感
じ

で
あ
る
。
こ
の
大
集
圃
一
瞬
、
静
寂
な
も
の
が
、
胸
の
中
を
な
が
れ
、
心

．
に
し
み
わ
た
る
。
こ
こ
で
も
究
塔
の
由
来
や
、
石
塔
、
石
佛
に
つ
い
て
一

経
蓮
、
三
経
蓮
、
紅
雀
の
文
様
な
ど
、
賀
物
に
つ
い
て
講
師
、
宇
野
先
生

か
ら
説
明
を
き
く
。
こ
の
裏
山
一
慨
に
澤
山
の
石
佛
、
石
塔
が
あ
る
。
一

め
ぐ
り
す
る
、
墓
地
供
養
塔
だ
ろ
う
。
中
に
は
風
化
し
て
、
そ
の
形
が
こ

わ
れ
、
彫
さ
え
か
す
か
に
、
判
詔
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
。
古
い
遠
い
時

代
か
ら
の
遺
物
で
あ
る
。

こ
こ
よ
り
龍
王
町
の
苗
村
軸
祉
に
と
、
延
喜
式
の
長
寸
帥
祉
で
あ
る
。

龍
王
町
綾
戸
に
近
づ
く
こ
ろ
、
大
き
な
森
が
見
え
る
。
道
ぞ
い
に
茅
葺
き

の
立
派
な
棲
門
が
、
そ
び
え
た
つ
。
バ
ス
を
と
め
て
、
境
内
に
入
る
。
門

の
左
に
四
角
の
石
燈
籠
が
あ
る
。
竿
に
製
作
年
琥
が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
央
の
祉
殿
は
西
本
殿
、
十
騨
師
本
殿
、
と
も
に
流
れ
造
り
、
八
幡
祉

本
殿
は
室
町
時
代
に
造
螢
の
由
。
ま
す
ぐ
み
、
築
股
は
、
洗
練
さ
れ
た
う

つ
く
し
さ
が
う
か
が
え
る
。
右
側
石
燈
籠
は
六
角
形
、
賓
珠
、
笠
も
形

が
よ
く
、
火
袋
の
一
面
に
、
散
蓮
花
の
文
様
が
見
え
る
。
中
型
、
地
盤

•
も
、
な
か
な
か
し
つ
か
り
し
た
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
棲
門
前
の
太
鼓
石

橋
を
み
て
、
そ
の
少
し
先
の
森
に
む
か
う
、
参
道
の
四
角
石
燈
籠
を
見
學

す
る
。
東
本
祉
で
、
所
謂
延
喜
式
の
長
寸
肺
祉
と
も
云
わ
れ
て
い
る
と
の

説
を
き
く
。

こ
こ
を
最
後
と
し
て
、
蹄
路
へ
。
大
津
。
ハ
ー
キ
ン
グ
ニ
リ
ア
に
て
宇
野

四
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先
生
と
お
別
れ
す
る
。

今
回
は
雨
日
に
わ
た
っ
て
克
明
に
、
御
指
的
を
頂
く
こ
と
が
出
来
て
感

謝
の
外
は
な
い
、
大
阪
へ
、
蹄
り
つ
い
た
の
は
夕
ぐ
れ
ど
き
、
天
候
に
も

め
ぐ
ま
れ
、
牧
獲
の
多
か
っ
た
こ
と
を
喜
び
あ
い
つ
つ
解
散
、
各
々
家
路

に
い
そ
ぐ
。

終
り
に
い
つ
も
の
事
乍
ら
、
涸
井
、
中
川
、
舟
木
、
富
岡
の
各
委
員
様

に
は
立
案
、
準
備
、
交
渉
等
、
又
嘗
日
は
い
ろ
い
ろ
と
お
批
話
を
頂
い
た

こ
と
な
ど
併
せ
記
し
て
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。（
澤
美
枝
記
）




